
令和８年度 第１回 

 

 

 

 
 
 

日時 令和８年７月２３日(木) １８時３０分から 
 

場所 玉川こども図書館 ３階 交流ホール 
 

本日は、お忙しい中をご参加いただき、誠にありがとうございます。 

進行は次のとおりですので、よろしくお願いいたします。 

 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 地域代表あいさつ  

４ 進行の説明等 

５ 地域課題について 

６ 共通課題について 

７ 質疑応答、意見交換 

８ 市長まとめ 

９ 閉会 
 

 

金沢市市民協働推進課     

   TEL 220-2026   FAX 260-1178 

材木、味噌蔵、此花、瓢箪 校下（地区） 
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提出課題一覧 

 

１ 地域課題 
 

番号 地域課題 頁 

１ 
消防分団の管轄区域の見直し 

（材木地区町会連合会） 

P.2 

P.3 

２ 
都心部の小学校跡地等のまちづくりの活用について 

（味噌蔵地区町会連合会） 

P.4 

～ 

P.6 

３ 

防犯カメラの設置及び運営に対する行政支援の拡充に 

ついて 

（此花地区町会連合会） 

P.7 

～ 

P.9 

４ 
今後の町会運営について 

（瓢箪地区町会連合会） 

P.10 

P.11 

  

２ 共通課題  
 

番号 共通課題 頁 

１ 金沢方式における補助金算定の運用見直しについて 
P.12 

P.13 
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地域課題 １ 

町会連合会名 材 木 地 区 町 会 連 合 会 

地域課題 消防分団の管轄区域の見直し 

 

現状と課題 
 

  現在、材木地区を管轄している分団は、第一消防団材木分団と第二

消防団浅野川分団の二つがあり、それぞれ管轄区域内の世帯数に大き

な隔たりがある状況となっている。 

この内、浅野川分団については団員も少なく普段の活動も厳しい状

況が続き、管轄区域住民のこれまでの負担金では現状の資機材等の維

持も難しい状況となっている。 

また、この二つの分団が受け持つ区域の大部分は兼六小学校区（一

部杜の里小学校区）であり、町連の括りでは味噌蔵地区と材木地区で、

同じ地区内でありながら、住民の負担額に大きな差が生じているな

ど、不公平な状況となっている。                                                    

 

地域が考える 

対応策・解決策

／協議したい事

項 

 

  第一・第二消防団の境界は、設定時には意味があったのだろうが、

現在では弊害も生んでいる。少なくとも人口減少を要因に小学校を

統合したエリアでは、同根の問題解決は必然の検討事項であり、整理

統合に住民の関心が高い今が好機と考える。 

  分団員を確保し持続可能な運営に道を開くとともに、住民の不公

平感を改善するためには、今後のコミュニティの土台となる兼六小

学校区を基本にすることが最善と考える。 

ぜひとも、消防分団の管轄区域の見直しをお願いする。 
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市の方針等説明書（地域課題 １） 

地域課題 消防分団の管轄区域の見直し 

協議事項 
コミュニティの土台となる兼六小学校区に合わせ、消防団の管轄

区域見直しをお願いしたい。 

市の方針等  

 

このことについて、消防分団の管轄区域の見直しを行う場合は、特に、長年にわたっ

て地域で築かれてきた歴史的背景、地理的要因などを十分に考慮したうえで、消防分団

と地域住民の皆様、そして町会連合会との相互理解と合意を前提とすべきであると考え

ております。 

一律に小学校通学区域と連動する形での見直しは、それぞれの消防分団を取り巻く背

景や環境が異なるため、馴染まない部分が多々あります。そのため、これまでも小学校

の統廃合や通学区域の見直しに合わせた消防分団の管轄区域の見直しが、積極的に行わ

れてこなかった実態があります。 

 

兼六小学校区を分担して管轄する材木分団と浅野川分団は、市内でも特に歴史のある

分団であり、双方の管轄区域に木造密集地を有する特殊性や、地震などの大規模災害時

における対応を踏まえますと、両分団の存在意義は非常に大きいと言えます。金沢市第

一消防団材木分団と金沢市第二消防団浅野川分団との管轄区域の見直しや統合を行う

のであれば、こうした歴史的背景や地域防災力の維持という観点を、十分に考慮したう

えで、第一・第二消防団の間における相互理解と合意も不可欠となります。 

 

そのため、管轄区域の見直しは、慎重に検討を重ねていくことが必要であり、市と

しては、当事者となる第一・第二消防団と両分団の意向も踏まえ、関係する町会連合

会内や町会連合会間の相互理解に必要な調整に対して、協力させていただきたいと考

えております。 

担当課  消防局 消防総務課       電話 ２８０－１０２８ 
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地域課題 ２ 

町会連合会名 味 噌 蔵 地 区 町 会 連 合 会 

地域課題 都心部の小学校跡地等のまちづくりの活用について 

 

現状と課題 
 

近年、都市部の児童数の減少により小学校の統合がはかられ新竪

町小、馬場小、材木町小、旧味噌蔵町小跡が広大な空き地として残る

ことになった。地域の住民として出身校が空き家のまま残っている

現状は心が痛い。 

 

地域が考える 

対応策・解決策

／協議したい事

項 

 

令和５年度のまちづくりミーティングで都心部の共通課題として

問題提起した際、庁内横断のプロジェクトチームを設置し検討中で

地域の意見も聞きたいとの回答であったが、その後の経過をお知ら

せ頂きたい。 

 加えて長町小学校跡、松ヶ枝小学校跡と都心周辺にバランス良く

存在することから、まちなかエリアの問題解決と共に金沢市全体の

近未来のまちづくりにどのように連携して生かされていくのか、方

向性が知りたい。 
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市の方針等説明書（地域課題 ２） 

地域課題 都心部の小学校跡地等のまちづくりの活用について 

協議事項 

 

令和５年度のまちづくりミーティングで都心部の共通課題として問題提

起した際、庁内横断のプロジェクトチームを設置し検討中で地域の意見も聞

きたいとの回答であったが、新竪町小、馬場小、材木町小、味噌蔵町小跡に

ついて、その後の経過をお知らせ頂きたい。 

加えて長町小学校跡、松ヶ枝小学校跡と都心周辺にバランス良く存在す

ることから、まちなかエリアの問題解決と共に金沢市全体の近未来のまち

づくりにどのように連携して生かされていくのか、方向性が知りたい。 

  

市の方針等  

 

１．都心部の小学校跡地は、まちなかにあって大規模かつ今後も得がたい、本市の貴重な

財産であり、その利活用については、それぞれの立地特性を踏まえつつ、市政を取り

巻く環境の変化や、本市のまちづくり全体を勘案しながら、庁内横断のプロジェクト

チームを中心に検討を進めています。 

 

２．ご質問のあった各小学校跡地の現状を順次説明いたしますと、 

   ・旧材木町小学校跡地につきましては、 

木造住宅が密集するこのエリアの災害対応力を強化すべく、 

防災広場や防災道路の整備を進めており、令和９年度中の完成をめざしています。 

   ・旧馬場小学校跡地につきましては、 

不登校児童・生徒の増加といった課題に対応すべく、 

学びの多様化学校、いわゆる不登校特例校として活用することとし、 

令和１０年度中の開校に向け、改修工事等の準備を進めています。 

   ・旧新竪町小学校跡地については、昨年度策定した基本構想を踏まえ、 

    今年度は、地域力創造拠点としての基本計画策定に向けた取組を進めています。 

・旧味噌蔵町小学校跡地につきましては、 

老朽化が進む金沢健康プラザ大手町の再整備に向けた取組を進めており、 

地元の皆さまのご理解も得ながら、 

まずは、この７月より、工事期間中の仮移転先として利用しているところです。 

   ・その他、現在、松ヶ枝福祉館として活用している旧松ヶ枝小学校跡地や、 

    中央公民館長町館として活用している旧長町小学校跡地については、 

    それぞれ築６０年以上が経過し、老朽化が著しいことから、 

今後のあり方について検討を進めていく必要があると認識しています。 

なお、松ヶ枝福祉館については、今年度、移転再整備に向けた適地調査を 

進めていくこととしています。 



6 

 

３．こうした小学校跡地は、地域コミュニティの中心として長年愛されてきた大切な場所 

でもあることから、引き続き、取組の進捗に応じて、地域の皆さんのご意見をお聞き 

しながら、検討を進めてまいります。 

 

担当課 

 都市政策局 企画調整課   企画調整課 

福祉健康局 健康政策課   電話 ２２０－２０３１ 

 教育委員会 教育施設課    
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地域課題 ３ 

町会連合会名 此 花 地 区 町 会 連 合 会 

地域課題 防犯カメラの設置及び運営に対する行政支援の拡充について 

 

現状と課題 
 

北陸新幹線開業後、金沢市では国内外からの観光客が大幅に増加

し、街の賑わいが高まる一方で、オーバーツーリズムの弊害も耳に

するようになっています。 

此花地区は、金沢駅の東口にあり、金沢を訪れる人々が最も多く

集中する地域にあたります。地域住民からは、安全面と生活面への

不安が多く寄せられています。地域の安心安全を確保し、騒音など

を防止するためには、防犯カメラの整備と持続可能な運用が必要と

考えます。つきましては、防犯カメラの設置及び運用について行政

支援の拡充などをお願いします。 

 

地域が考える 

対応策・解決策

／協議したい事

項 

 

1. 防犯カメラ設置費用への補助制度の拡充 

補助率及び限度額の引き上げなど 

2. 運用・維持費への継続的支援制度の創設 

  通信費・保守費などランニングコストへの支援 

3. 市主体の防犯カメラ整備 

  金沢駅周辺など観光客が集中するエリアでの直接整備など 

4. 適正な管理に関する助言など 

  ガイドラインの整備、映像データの適正管理への助言など 

5. 観光客などへの情報発信の強化 

  守るべきマナー、多言語での情報発信、情報共有など 
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市の方針等説明書（地域課題 ３－１） 

地域課題 防犯カメラの設置及び運営に対する行政支援の拡充について 

協議事項 

１～４ 

金沢駅周辺は多くの人々が集中する地域であり、地域の安心安全を確

保し騒音などを防止するためには、防犯カメラの整備と持続可能な運用

が必要であることから、行政支援の拡充などをお願いします。 

 

市の方針等  

 

金沢駅では毎年１千万人を越える利用があり、さらに、今後、旧金沢都ホテル跡地や

武蔵ヶ辻地区の再開発等により、これまで以上に交流人口の増加が予想されることか

ら、更なる防犯対策の強化が必要と考えています。 

公共空間における犯罪の予防と被害の未然防止を目的とした防犯カメラについては、

現在、「客引等防止重点地域」を有する片町地区において、県警と本市が協力して設置

し、一定の効果を発揮していますが、金沢駅周辺地区においては、設置されていないこ

とから、昨年度より、防犯カメラの設置を含め、この地域の防犯対策について県警と協

議を始めており、今後、地域の町会、商店街等の皆様のご意見もお聞きしながら、検討

していきたいと考えております。 

なお、ご要望の防犯カメラ設置補助制度の見直しについては、他地域からのご要望

がないことから、現段階では、見直しは考えていません。ご理解のほどお願いします。 

担当課  危機管理課   電話 ２２０－２３６６ 
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市の方針等説明書（地域課題 ３－２） 

地域課題 防犯カメラの設置及び運営に対する行政支援の拡充について 

協議事項 

５．観光客などへの情報発信の強化 

 守るべきマナー、多言語での情報発信、情報共有など 

 

市の方針等  

 

観光客などへの守るべきマナーの啓発については、多言語でのマナー啓発パンフレット

や動画を作成し、市観光公式サイトにて配信しているほか、県のＳＮＳにおいても、本市

作成の素材を活用した情報発信を行うなど、県市連携によるマナー啓発強化に取り組んで

います。 

また、本年３月に公開した、市民と旅行者の相互理解促進サイト「金沢たしなみ旅ガイ

ド」では、観光の良い影響や市民アンケートでいただいた悪い影響の意見なども掲載し、

市民と旅行者双方で観光に関する課題を情報共有することで、お互いへの思いやりと配慮

を促し、相互理解を深めるとともに、市民生活と観光が調和した「住んでよし、訪れてよ

し」のまちを目指していきます。 

市としては、引き続き、マナー啓発や市民と旅行者の相互理解促進に努めていくことと

しており、地域の皆様には、マナー啓発特設サイトをご活用いただくとともに、市民と旅

行者双方への周知について、ご協力をお願いします。 

担当課  経済局 観光政策課   電話 ２２０－２１９４ 
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地域課題 ４ 

町会連合会名 瓢 箪 地 区 町 会 連 合 会 

地域課題 今後の町会運営について 

 

現状と課題 
 

町会居住者の減少と高齢化により、単独町会での運営が困難になって

きています。 

特に町会役員のなり手がいなくなっています。 

 

地域が考える 

対応策・解決策

／協議したい事

項 

 

隣接町会との統合を考えることにより、町会運営が成り立っていくと

思います。 

今までに金沢市、その他の市町でそういう実績があれば教えていただ

きたいです。 
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市の方針等説明書（地域課題 ４） 

地域課題 今後の町会運営について 

協議事項 

町会居住者の減少と高齢化により、単独町会での運営が困難になってき

ています。特に町会役員のなり手がいなくなっています。 

隣接町会との統合を考えることにより、町会運営が成り立っていくと思

います。今までに金沢市、その他の市町でそういう実績があれば教えて

いただきたいです。 

市の方針等  

 

町会役員のなり手不足は、人口減少と高齢化に伴い、全国的に見られる傾向であり、 

地域によっては町会運営に支障をきたすケースも見られます。 

住民が安全で安心に暮らしていくためには、身近な地域コミュニティが不可欠であり、

町会活動が果たす役割は非常に大きく、その持続可能性を確保することは、本市としても

重要な課題であると認識しています。 

 

ご提案のように隣接町会との統合も課題解決に向けた選択肢の一つとして考えられ、

全国的には、人口減少地域で複数町会の合併により、役員の確保と運営の効率化を実現

し、地域コミュニティの維持・活性化の取組みが進められている事例があります。 

本市においても、観音町（材木町連）で令和元年の旧町名復活を契機に、令和５年に３

町会が統合した実績があります。従前より３町会が合同でイベント等を開催していたこ

ともあり、大きな支障なく実現できたと聞いております。 

 

町会の統合を進める際には、これまでの経緯や地域の特性を考慮する必要があり、慎重

な協議が必要です。規約の変更や財産管理等の取り扱いなどといった技術的な課題のほ

か、何より住民の皆様の合意形成が重要と考えております。そのため、地域内及び隣接町

会との丁寧な話し合いを重ねることが必要になってきます。 

今後、協議を進めていく中で、課題やご不明な点などがございましたら、市民協働推進

課及び町会連合会地域コミュニティサポートデスクで相談をお受けしますので、お問い

合わせください。 

担当課  市民局 市民協働推進課 電話 ２２０－２０２６  
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共通課題 １ 

共通課題 金沢方式における補助金算定の運用見直しについて 

 

現状と課題 
 

 まず、昨年度、金沢方式における市の負担割合を75%から80%に見直

していただいたことに感謝申し上げます。これは、検討懇話会をとお

し人口減少･少子高齢化･物価高騰などを勘案し、各種事業に対する

市と地元の責任割合が見直されたものと理解しています。現行では、

２年前の実績にこの割合を適用して市の負担額が算出されていま

す。年間０.３%程度の物価上昇であった2021年度までは、この算定方

式でも大きな問題は生じませんでしたが、その後の４年間で消費者

物価指数は12㌽上昇しています。単純計算では、２年前と同様の事業

を展開するには６%の値上がり分を地元負担で賄うことになります。

この負担は現状困難であり、このままでは、事業を減らすしかなく、

それは２年後にさらなる補助額の減少につながり、どんどん事業が

縮小していく悪い循環に陥らざるを得ません。 

 

 
 

地域が考える 

対応策・解決策

／協議したい事

項 

 

新たな負担割合には納得しておりますが、例えば、算定された金額

に物価の変動分を考慮することなども必要と考えます。近年では、物

価等の高騰で入札不調が頻発する話もお聞きしております。同様の

課題が金沢方式をめぐる事業にもあることをお汲み取りいただき、

少しでも充実した取組を続けていくために、是非、補助金算定におけ

る運用改善のご検討を要望いたします。 
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市の方針等説明書（共通課題 １） 

地域課題 金沢方式における補助金算定の運用見直しについて 

協議事項 

新たな負担割合には納得しておりますが、例えば、算定された金額に

物価の変動分を考慮することなども必要と考えます。近年では、物価等

の高騰で入札不調が頻発する話もお聞きしております。同様の課題が金

沢方式をめぐる事業にもあることをお汲み取りいただき、少しでも充実

した取組を続けていくために、是非、補助金算定における運用改善のご

検討を要望いたします。   

市の方針等  

 

地区公民館の運営委託料のうち、人件費を除く管理費及び事業費については、 

額が確定している２年度前の決算額に基づいて算出しています。 

  また、光熱水費の著しい値上がりについては、補正予算を編成し、当該年度中に 

委託料の見直しを行うなど、実態に即した対応を行ってきたところであります。 

  近年の著しい物価高騰が、地区公民館運営費にも影響を及ぼすことは理解しており、 

引き続き、本市の公民館の運営を支える基盤の強化に向け、委託料の算定方法の 

見直しについても検討してまいります。 

担当課  教育委員会 生涯学習課 電話 ２２０－２４４１ 

 


